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　平成１２年第１回定例会は、３月２日に招集
され、２２日までの２１日間の会期で開かれま
した。この定例会では、市長提出議案５８件、
議員提出議案１件の審議を行い、それぞれ原案
のとおり可決しました。 

　平成12年第１回臨時会（４月25

日）において、川嶋伸行氏が新議
長に選出されました。 
 
 
 
　議長に当選させていただき、た
いへん光栄に存じております。歴
史のある桐生市議会の議長となり、
その責任の重大さを感じておりま
す。昨年の統一選挙から１年、大
澤市長のもと、当局と議会が一丸
となって、元気の出るまちづくり
に努力してきたと思いますが、議
会の中の体制が本当にそれに沿っ
たものであったかというと、一抹
の疑念が残るところであります。
今後、そういったことを打開する
ために、微力ながら努力していき
たいと考えております。議員諸公
のご協力をお願いして、就任のあ
いさつといたします。 

議長に川嶋伸行氏 

就任あいさつ 



② 

一
般
質
問 

 

　消
防
団
の
歳
末
警
戒 

 

　
　
　
　
消
防
団
の
歳
末
警
戒

　
　
　
は
、
毎
年
十
二
月
二
十

五
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
、
七

日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
て
い
る

が
、
時
代
の
流
れ
は
家
族
中
心

に
な
っ
て
お
り
、
年
間
行
事
が

多
く
、
さ
ら
に
歳
末
警
戒
が
七

日
間
も
あ
っ
て
は
、
消
防
団
に

入
る
気
に
な
ら
な
い
。
市
当
局

が
中
心
と
な
り
、
広
域
圏
町
村

と
同
様
に
、
三
日
間
程
に
変
更

す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

　
　
　
　
消
防
団
の
年
間
行
事

　
　
　
日
数
等
が
多
い
こ
と
は

事
実
で
あ
り
、
考
え
る
べ
き
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
、

歳
末
警
戒
の
日
程
等
を
前
向
き

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。
　 

  

　水
道
水
へ
の 

　
　
　
フ
ッ
素
添
加 

  　
　
　
　
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ

　
　
　
Ｈ
Ｏ
）
は
、
虫
歯
予
防

に
有
効
と
し
て
、
水
道
水
へ
の

適
量
の
フ
ッ
素
添
加
を
勧
告
し

て
お
り
、
五
十
余
り
の
国
々
が

実
施
し
て
い
る
。
日
本
で
も
歯

科
医
学
会
の
検
討
部
会
が
提
言

し
て
い
る
が
、
桐
生
市
と
し
て

は
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組

む
考
え
な
の
か
。
　
　 

          

　
　
　
　
水
道
水
に
機
能
飲
料

　
　
　
の
役
割
を
持
た
せ
る
こ

と
に
は
議
論
が
あ
る
。
国
に
も

ま
だ
動
き
が
な
く
、
フ
ッ
素
添

加
し
て
い
る
自
治
体
は
な
い
。

水
道
水
と
い
う
観
点
か
ら
国
の

動
向
等
を
注
意
し
て
い
き
た
い
。 

質
問 

答
弁 

質
問 

答
弁 

 

　
桐
生
川
の
清
流 

 

　
　
　
　
桐
生
川
の
清
流
は
、

　
　
　
桐
生
市
に
と
っ
て
大
切

な
資
源
で
あ
る
が
、
清
流
を
守

る
た
め
に
は
、
水
と
緑
は
相
互

関
係
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
桐
生

川
流
域
の
山
の
樹
木
の
種
類
に

つ
い
て
も
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

針
葉
樹
だ
け
で
な
く
、
自
然
の

ダ
ム
の
役
目
を
果
た
す
広
葉
樹

を
植
林
し
て
増
や
す
べ
き
で
は

な
い
か
。 

　
　
　
　
た
く
さ
ん
の
水
を
蓄

　
　
　
え
る
広
葉
樹
の
重
要
性

は
、
十
分
に
理
解
し
て
い
る
。

清
流
を
守
る
た
め
に
は
、
広
葉

樹
を
中
心
と
し
た
植
林
が
必
要

と
考
え
て
お
り
、
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。
　 

  

　桐
生
川
下
流
域 

　
　
　
　
河
川
改
修 

 

　
　
　
　
桐
生
川
下
流
域
の
河

　
　
　
川
改
修
は
、
ど
の
よ
う

な
計
画
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
白
髭
橋
下
の
雨
水
幹
線

の
接
続
に
支
障
は
な
い
か
。
　 

　
　
　
　
建
設
省
に
よ
る
と
、

　
　
　
濁
沼
地
区
の
河
道
付
替

え
に
よ
る
築
堤
工
事
を
十
二
年

度
に
完
成
さ
せ
、
十
三
年
度
は
、

新
た
な
河
道
に
切
替
え
を
行
い
、

そ
の
後
、
Ｊ
Ｒ
鉄
橋
と
境
橋
の

区
間
と
、
両
国
橋
に
至
る
堤
防

改
修
を
計
画
し
て
い
る
と
い
う
。

白
髭
排
水
樋
管
の
流
末
は
、
新

河
道
に
接
続
し
、
排
水
処
理
に

支
障
が
な
い
よ
う
対
処
す
る
。 

質
問 

答
弁 

質
問 

答
弁 

一般質問 一般質問 

質  問  者 質  問  者 

（政  友  会） 

（市政クラブ） 

（政  友  会） 

（フォーラム桐生） 

（日本共産党） 

（政  友  会） 

（市政クラブ） 

（政  友  会） 

（公  明  党） 

笠　井　秋　夫  

岡　部　純　朗  

森　下　清　秀  

小　滝　芳　江 

関　口　直　久   

西　牧　秀　乗  

蛭　間　利　雄　 

阿久津　成　璋  

寺　口　正　宣 

（フォーラム桐生） 

（日本共産党） 

（桐  愛  会） 

（フォーラム桐生） 

（市政クラブ） 

（日本共産党） 

（公  明  党） 

（フォーラム桐生） 

下　田　文　男  

佐　藤　貞　雄    

石　井　秀　子  

園　田　恵　三  

岡　部　信一郎   

中　田　米　蔵     

鈴　木　輝　且     

大　澤　幸　一  

 

　３月２１日、２２日の２日間にわた

り、１７人の議員が一般質問を行い、

市政全般にわたる問題について、市当

局の見解を求めました。 

　なお、この定例会から、一般質問に

ついて１議員当たりの持ち時間を答弁

を含めて４０分以内としました。 

(従来は３０分以内） 

 



③ 

一
般
質
問 

 
　

桐
生
川
整
備
構
想 

 
　
　
　
　
平
成
二
年
に
策
定
さ

　
　
　
れ
た
桐
生
川
整
備
構
想

は
、
豊
か
な
自
然
を
保
全
し
、

環
境
特
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
す
素
晴
ら
し
い
構

想
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
に
、

ど
の
よ
う
な
事
業
を
行
っ
て
き

た
の
か
。
ま
た
、
特
に
豊
か
な

自
然
が
残
る
桐
生
川
の
上
流
、

源
流
部
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。 

　
　
　
　
国
、
県
と
も
連
携
し
、

　
　
　
下
流
部
の
濁
沼
地
区
、

中
流
部
の
小
松
橋
付
近
で
、
親

水
性
護
岸
や
遊
歩
道
等
を
設
置

し
、
憩
い
と
安
ら
ぎ
を
提
供
で

き
る
川
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。

上
流
、
源
流
部
は
、
豊
か
な
自

然
環
境
に
恵
ま
れ
た
、
貴
重
な

財
産
で
あ
り
、
今
後
の
整
備
で

は
、
特
に
自
然
環
境
等
へ
の
配

慮
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。
　 

           

 

　

高
齢
者
対
応
住
宅 

 

　
　
　
　
桐
生
市
の
高
齢
化
率

　
　
　
は
県
内
十
一
市
で
最
も

高
く
、
今
後
、
高
齢
者
対
応
の

住
宅
が
、
市
民
か
ら
強
く
求
め

ら
れ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

　
　
　
　
高
齢
者
向
け
住
宅
は
、

　
　
　
間
ノ
島
団
地
第
四
期
工

事
で
十
六
戸
を
建
設
し
て
お
り
、

第
六
期
、
第
七
期
工
事
で
十
二

戸
を
予
定
し
て
い
る
。
今
後
も

高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
住
宅

政
策
を
計
画
的
に
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。 

質
問 

答
弁 

質
問 

答
弁 

 

　

市
民
活
動 

　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

 

　
　
　
　
市
民
活
動
団
体
の
活

　
　
　
動
拠
点
と
し
て
、
市
民

活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
設

置
を
提
案
し
た
い
。
全
国
で
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
行
政
か
ら
委
託
を
受

け
て
、情
報
サ
ロ
ン
、セ
ミ
ナ
ー

ホ
ー
ル
等
を
常
設
し
た
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
て
い
る

ま
ち
も
あ
る
。
桐
生
市
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
都
市
を
標
榜
す
る
の

で
あ
れ
ば
、サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

が
必
要
で
は
な
い
か
。 

　
　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の

　
　
　
活
動
分
野
は
多
岐
に
わ

た
る
た
め
、
活
動
範
囲
を
広
く

と
ら
え
、
効
果
的
な
活
動
が
で

き
る
拠
点
を
確
保
す
る
こ
と
は

重
要
と
考
え
て
お
り
、
今
後
研

究
を
重
ね
、
早
い
時
期
の
設
置

を
目
指
し
た
い
。
　 

  

　
病
児
保
育 

 

　
　
　
　
病
気
回
復
期
の
乳
幼

　
　
　
児
の
保
育
を
行
う
乳
幼

児
健
康
支
援
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
を
桐
生
厚
生
総
合
病
院

に
設
置
し
、
病
児
保
育
を
行
う

こ
と
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。 

　
　
　
　
病
児
保
育
は
、
現
在

　
　
　
策
定
中
の
児
童
育
成
計

画
の
中
で
、
子
育
て
と
仕
事
の

両
立
支
援
策
の
一
つ
と
し
て
積

極
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
業
と
考
え
て
お
り
、

関
係
機
関
と
協
議
を
し
、
実
施

に
向
け
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。 

質
問 

答
弁 

答
弁 

質
問 

 

　

介
護
保
険
制
度 

 

　
　
　
　
介
護
保
険
制
度
は
、

　
　
　
も
う
す
ぐ
四
月
一
日
か

ら
ス
タ
ー
ト
す
る
が
、
ケ
ア
プ

ラ
ン
の
作
成
等
は
、
実
施
に
向

け
て
間
に
合
う
状
況
な
の
か
。 

　
　
　
　
手
続
き
が
わ
か
ら
ず

　
　
　
に
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
な
い
よ

う
に
、
申
請
者
に
は
、
認
定
結

果
通
知
送
付
後
の
介
護
計
画
の

作
成
依
頼
状
況
を
文
書
や
電
話

等
で
確
認
す
る
と
と
も
に
、
介

護
支
援
事
業
者
等
に
対
し
て
は
、

計
画
の
作
成
状
況
を
確
認
し
て
、

迷
惑
の
か
か
る
こ
と
が
な
い
よ

う
対
応
し
て
い
き
た
い
。
　 

  

　

区
画
整
理
事
業 

 

　
　
　
　
桐
生
駅
周
辺
区
画
整

　
　
　
理
事
業
は
、
昭
和
六
十

一
年
に
事
業
が
開
始
さ
れ
、
現

在
も
引
き
続
き
行
わ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
間
に
、
対
象
区
域
の

人
口
は
大
き
く
減
少
し
て
し
ま

っ
た
。
区
画
整
理
事
業
は
巨
額

な
経
費
を
投
入
す
る
事
業
で
あ

り
、
人
口
増
に
つ
な
が
る
施
策

が
必
要
で
は
な
い
か
。 

　
　
　
　
桐
生
駅
周
辺
の
立
地

　
　
　
条
件
の
良
さ
を
生
か
し
、

民
間
賃
貸
住
宅
の
建
設
促
進
を

図
る
と
同
時
に
、
特
定
優
良
賃

貸
住
宅
や
借
り
上
げ
公
営
住
宅

等
の
公
的
制
度
の
利
用
を
案
内

し
、
人
口
増
に
つ
な
が
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
た
い
。 

質
問 

答
弁 

質
問 

答
弁 

 

　

保
健
福
祉
部
の
受
付 

 

　
　
　
　
保
健
福
祉
部
を
訪
れ

　
　
　
る
人
の
多
く
は
高
齢
者

で
あ
り
、
来
訪
者
が
座
っ
て
相

談
で
き
る
よ
う
に
配
慮
す
べ
き

で
あ
る
。
現
在
で
も
、
受
付
の

一
部
は
座
っ
て
対
応
で
き
る
よ

う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
が
、
市

民
に
優
し
い
行
政
と
い
う
面
か

ら
、
市
民
課
と
同
様
に
、
来
訪

者
全
員
が
座
っ
て
相
談
で
き
る

よ
う
に
で
き
な
い
か
。 

　
　
　
　
将
来
的
に
は
来
訪
者

　
　
　
全
員
が
座
っ
て
相
談
で

き
る
よ
う
な
方
向
で
、
改
善
に

努
め
て
い
き
た
い
。 

            

　

外
国
語
の
乱
用 

 

　
　
　
　
外
国
語
（
カ
タ
カ
ナ

　
　
　
語
）
の
乱
用
に
つ
い
て

は
、
以
前
に
も
質
問
し
て
い
る

が
、
現
在
策
定
中
の
第
四
次
総

合
計
画
案
等
を
み
る
と
、
ま
だ

不
必
要
な
外
国
語
が
使
わ
れ
て

い
る
。
日
本
人
と
し
て
、
日
本

語
を
使
用
す
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。 

　
　
　
　
市
民
に
わ
か
り
や
す

　
　
　
く
、
親
し
み
や
す
い
内

容
と
す
る
た
め
、
日
本
語
で
適

切
に
表
現
で
き
る
言
葉
は
、
日

本
語
の
表
記
に
努
め
た
い
が
、

日
常
生
活
に
定
着
し
て
一
般
的

に
な
っ
て
い
る
言
葉
は
、
無
理

に
日
本
語
に
す
る
と
か
え
っ
て

分
か
り
に
く
く
な
る
た
め
、
そ

の
ま
ま
使
用
す
る
場
合
も
あ
る
。 

質
問 

答
弁 

質
問 

答
弁 



④ 

一
般
質
問 

           

　元
気
な
ま
ち
づ
く
り 

 

　
　
　
　
大
澤
市
長
は
「
元
気

　
　
　
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
提

唱
し
て
い
る
が
、
そ
の
基
本
的

な
政
策
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か

聞
き
た
い
。 

　
　
　
　
桐
生
市
が
二
十
一
世

　
　
　
紀
を
元
気
に
歩
む
た
め

に
は
、
産
業
、
文
化
、
観
光
等

様
々
な
分
野
に
お
け
る
人
間
の

交
流
が
重
要
と
考
え
て
お
り
、

「
交
流
」
そ
し
て
「
市
民
参
画
」

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
を
中

心
に
据
え
て
、
桐
生
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。
　 

  
　桐
生
市
障
害
者
計
画 

 

　
　
　
　
先
日
、
桐
生
市
障
害

　
　
　
者
計
画
が
策
定
さ
れ
た

わ
け
だ
が
、
同
計
画
に
基
づ
い

て
、
障
害
者
の
社
会
参
加
や
自

立
を
促
進
さ
せ
る
事
業
と
し
て
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い

る
か
。 

　
　
　
　
桐
生
市
障
害
者
計
画

　
　
　
は
、
す
べ
て
の
人
が
互

い
に
理
解
し
あ
い
、
助
け
あ
え

る
平
等
な
社
会
を
築
く
こ
と
を

目
指
し
て
お
り
、
新
年
度
事
業

と
し
て
重
度
身
体
障
害
者
移
動

支
援
事
業
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
料

金
助
成
事
業
、
心
身
障
害
児
集

団
活
動
・
訓
練
事
業
等
を
実
施

す
る
。
今
後
も
、
同
計
画
に
基

づ
き
諸
施
策
を
推
進
し
、
障
害

者
の
社
会
参
加
の
た
め
に
基
盤

づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
。 

質
問 

答
弁 

答
弁 

質
問 

 

　
で
あ
い
相
談 

 

　
　
　
　
社
会
福
祉
協
議
会
で

　
　
　
は
、
福
祉
事
業
の
一
環

と
し
て
、
結
婚
相
手
に
め
ぐ
り

会
う
機
会
が
少
な
い
男
女
に
、

出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
た
め
、

「
で
あ
い
相
談
」
を
開
設
し
て

い
る
と
聞
く
が
、
同
事
業
の
現

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。 

　
　
　
　
現
在
の
登
録
者
は
、

　
　
　
男
性
五
十
二
人
、
女
性

十
九
人
で
、
女
性
登
録
者
の
確

保
が
課
題
と
聞
い
て
い
る
。
ま

た
、
同
事
業
の
一
環
と
し
て
、

出
会
い
の
集
い
を
開
催
し
て
お

り
、
本
年
度
は
三
十
三
人
が
参

加
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
　 
            

　

ユ
ー
ユ
ー
広
場
の 

　
　
　
　
　
　
　

砂
塵 

 

　
　
　
　
ユ
ー
ユ
ー
広
場
の
砂

　
　
　
塵
防
止
策
に
つ
い
て
は
、

以
前
に
も
質
問
し
た
が
、
現
在

で
も
、
砂
塵
に
対
す
る
利
用
者

の
苦
情
は
絶
え
る
こ
と
が
な
い
。

錦
桜
橋
下
の
河
川
敷
サ
ッ
カ
ー

場
で
行
っ
た
芝
生
工
事
に
よ
る

対
策
を
、
ユ
ー
ユ
ー
広
場
に
も

採
用
で
き
な
い
か
。 

　
　
　
　
芝
種
子
蒔
き
付
け
工

　
　
　
事
を
行
っ
た
場
合
、
工

事
期
間
と
養
生
期
間
を
含
め
て
、

使
用
が
一
年
あ
ま
り
不
可
能
と

な
り
、
計
画
さ
れ
て
い
る
各
種

大
会
等
を
消
化
す
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
等
の
問
題
が
生
じ

る
た
め
、
今
後
、
適
切
な
方
法

を
研
究
し
て
い
き
た
い
。 

質
問 

答
弁 

質
問 

答
弁 

 

　道
路
の
舗
装
と 

　
　
　
掘
り
返
し 

 

　
　
　
　
道
路
の
舗
装
と
そ
の

　
　
　
直
後
の
掘
り
返
し
は
、

市
民
か
ら
税
金
の
無
駄
づ
か
い

の
典
型
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
道
路
の
舗
装
と
上
下
水
道
、

ガ
ス
管
、
電
線
等
の
敷
設
計
画

と
の
整
合
性
に
つ
い
て
は
、
ど

の
よ
う
に
調
整
し
て
い
る
の
か
。 

　
　
　
　
道
路
管
理
者
、
上
下

　
　
　
水
道
管
理
者
、
ガ
ス
事

業
者
等
で
組
織
す
る
道
路
工
事

連
絡
調
整
会
議
を
毎
月
一
回
開

催
し
て
事
前
調
整
を
行
い
、
掘

り
返
し
工
事
が
な
い
よ
う
に
努

め
て
お
り
、
今
後
も
市
民
か
ら

指
摘
を
受
け
る
こ
と
が
な
い
よ

う
対
処
し
た
い
。
　 

            

　
子
ど
も
の 

　
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策 

 

　
　
　
　
今
の
子
ど
も
た
ち
は
、

　
　
　
そ
の
多
く
が
何
ら
か
の

ア
レ
ル
ギ
ー
性
疾
患
を
持
っ
て

お
り
、
子
ど
も
の
ア
レ
ル
ギ
ー

対
策
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
が
、

桐
生
市
で
は
、
学
校
給
食
の
改

善
の
ほ
か
に
、
ど
の
よ
う
な
対

策
を
行
っ
て
い
る
か
。 

　
　
　
　
ア
レ
ル
ギ
ー
の
予
防

　
　
　
教
育
と
し
て
、
母
子
健

康
手
帳
交
付
時
、
マ
マ
・
パ
パ

教
室
、
離
乳
食
講
習
会
等
に
お

い
て
、
清
潔
な
住
環
境
に
心
掛

け
る
等
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
乳
幼
児
健
診
で
は
、
診

察
結
果
に
応
じ
て
医
療
機
関
へ

の
受
診
を
す
す
め
て
い
る
。 

質
問 

答
弁 

質
問 

答
弁 

 

　
広
域
合
併 

 

　
　
　
　
広
域
合
併
に
つ
い
て
、

　
　
　
大
澤
市
長
は
慎
重
に
対

応
す
べ
き
と
言
う
が
、
私
は
異

を
唱
え
た
い
。
今
日
の
自
治
体

は
高
齢
化
な
ど
様
々
な
問
題
を

抱
え
て
お
り
、
今
の
ま
ま
で
は
、

小
さ
い
自
治
体
は
存
続
で
き
な

い
。
広
域
合
併
に
は
必
然
性
が

あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

　
　
　
　
地
方
分
権
一
括
法
に

　
　
　
は
財
政
的
な
裏
付
け
が

な
く
、
こ
れ
で
は
合
併
は
推
進

さ
れ
な
い
。
ま
た
、
桐
生
広
域

が
合
併
し
て
も
、
人
口
三
十
万

以
上
の
中
核
市
に
は
及
ば
ず
、

あ
ま
り
効
果
が
な
い
。
現
在
は
、

広
域
行
政
を
積
極
的
に
推
進
し

て
お
り
、
桐
生
市
が
中
心
都
市

と
し
て
責
任
を
果
た
し
て
い
く

中
で
、
次
第
に
合
併
の
土
壌
が

で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

合
併
反
対
で
は
な
く
、
慎
重
に
、

大
事
に
や
っ
て
い
き
た
い
。 

  

　

小
中
学
校
の 

　
　
　
適
正
配
置 

 

　
　
　
　
小
中
学
校
の
適
正
配

　
　
　
置
に
関
し
て
は
、
同
検

討
委
員
会
か
ら
、
結
論
は
時
期

尚
早
と
の
答
申
が
出
さ
れ
た
が
、

こ
れ
で
本
当
に
よ
い
の
か
。 

　
　
　
　
今
後
、
教
育
行
政
の

　
　
　
大
変
革
が
予
想
さ
れ
る

た
め
、
動
向
を
見
極
め
て
か
ら

方
策
を
検
討
す
べ
き
と
の
考
え

に
立
ち
、
時
期
尚
早
と
の
結
論

を
出
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

質
問 

答
弁 

質
問 

答
弁 



⑤ 

一
般
質
問 

 
　
競
艇
場
施
設
借
上
料 

 
　
　
　
　
現
在
、
競
艇
事
業
に

　
　
　
お
い
て
、
施
設
会
社
に

入
る
施
設
借
上
料
は
、
桐
生
市

に
入
る
金
額
よ
り
も
多
い
が
、

こ
れ
で
は
お
か
し
い
。
せ
め
て
、

現
在
の
施
設
借
上
料
率
五
・
五

パ
ー
セ
ン
ト
を
四
・
五
パ
ー
セ

ン
ト
に
引
き
下
げ
る
べ
き
で
あ

る
。
ま
た
、
借
上
料
等
の
実
態

は
、
広
報
等
で
市
民
に
知
ら
せ

る
べ
き
で
あ
る
。 

　
　
　
　
施
設
借
上
料
の
引
き

　
　
　
下
げ
交
渉
に
つ
い
て
は
、

諸
経
費
の
見
直
し
等
も
含
め
て
、

積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
。
現

在
、
内
容
を
精
査
し
て
お
り
、

し
か
る
べ
き
時
に
、
広
報
等
で

市
民
に
周
知
し
た
い
。
　 

  

　
桐
生
市
地
名
考 

 

　
　
　
　
こ
の
た
び
、
島
田
一

　
　
　
郎
氏
が
ま
と
め
た
「
桐

生
市
地
名
考
」
が
、
桐
生
市
立

図
書
館
か
ら
発
行
さ
れ
た
。
こ

れ
は
桐
生
市
か
ら
全
国
に
発
信

す
る
貴
重
な
情
報
で
あ
る
が
、

す
で
に
売
り
切
れ
と
な
り
、
購

入
で
き
ず
に
困
っ
て
い
る
人
が

た
く
さ
ん
い
る
。
再
発
行
す
べ

き
で
は
な
い
か
。 

 

　
　
　
　
少
な
い
予
算
の
中
で

　
　
　
仕
事
を
始
め
た
た
め
、

皆
さ
ん
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま

っ
た
が
、
早
急
に
増
刷
の
方
向

で
関
係
部
局
と
調
整
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。 

質
問 

答
弁 

質
問 

答
弁 

 

　
桐
生
市
の
高
齢
化 

 

　
　
　
　
現
在
、
桐
生
市
で
は

　
　
　
急
速
に
高
齢
化
が
進
行

し
て
い
る
が
、
五
年
後
、
十
年

後
の
六
十
五
歳
以
上
の
人
口
予

測
と
老
人
医
療
費
の
推
計
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。 

　
　
　
　
コ
ー
ホ
ー
ト
要
因
法

　
　
　
に
よ
る
と
、
六
十
五
歳

以
上
人
口
は
、
五
年
後
は
二
万

八
千
人
、
十
年
後
は
三
万
一
千

人
と
推
計
さ
れ
る
。
老
人
医
療

費
は
全
国
的
に
も
年
々
増
加
し

て
お
り
、
桐
生
市
で
も
増
加
傾

向
が
続
く
と
見
込
ま
れ
る
。
　 

 

            

　
商
店
街
の 

　
　
空
き
店
舗
活
用 

 

　
　
　
　
商
店
街
の
空
き
店
舗

　
　
　
等
の
活
用
方
法
と
し
て
、

行
政
が
空
き
店
舗
等
を
借
り
あ

げ
、
全
国
か
ら
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
を
募
集
し
、
無
料
で
貸
し
出

す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
に
は
リ
ス
ク
も
あ

る
が
、
大
き
な
経
済
効
果
が
期

待
で
き
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

　
　
　
　
提
案
の
趣
旨
は
十
分

　
　
　
理
解
で
き
る
も
の
で
あ

り
、
「
ま
ち
の
中
に
大
学
が
あ

り
、
大
学
の
中
に
ま
ち
が
あ
る

推
進
協
議
会
」
に
お
け
る
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
育
成
支
援
施
策
の

推
進
と
、
「
桐
生
市
商
店
街
づ

く
り
総
合
支
援
事
業
」
に
お
け

る
空
き
店
舗
活
用
支
援
事
業
の

促
進
と
と
も
に
、
将
来
的
な
課

題
と
し
て
受
け
と
め
た
い
。 

質
問 

答
弁 

質
問 

答
弁 

 

　

渡
良
瀬
川
の 

　
　

河
川
緑
地
整
備 

 

　
　
　
　
渡
良
瀬
川
の
河
川
緑

　
　
　
地
整
備
に
つ
い
て
は
、

市
民
か
ら
、
桐
生
市
は
足
利
市

に
比
べ
て
遅
れ
て
い
る
と
の
声

を
聞
く
が
、
最
近
で
は
、
小
梅

琴
平
公
園
、
松
原
橋
公
園
等
、

か
な
り
整
備
さ
れ
て
き
て
い
る
。

現
在
の
進
捗
状
況
及
び
完
成
予

定
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。 

　
　
　
　
昭
和
五
十
七
年
二
月

　
　
　
に
、
上
電
の
赤
岩
鉄
橋

か
ら
広
沢
町
七
丁
目
ま
で
の
河

川
敷
を
河
川
緑
地
と
し
て
都
市

計
画
決
定
し
、
順
次
整
備
を
進 

          

め
て
い
る
。
平
成
十
一
年
度
末

の
進
捗
率
は
約
六
十
五
パ
ー
セ

ン
ト
で
、
平
成
二
十
年
を
目
途

に
完
了
し
た
い
。 

  

　
街
路
樹
の
管
理 

 

　
　
　
　
桐
生
市
内
に
は
、
約

　
　
　
三
十
八
キ
ロ
に
お
よ
ぶ

街
路
樹
が
整
備
さ
れ
、
市
街
地

緑
化
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
が
、
年
間
の
維
持
管
理

費
は
ど
の
程
度
な
の
か
。
ま
た
、

街
路
樹
の
根
が
路
面
を
持
ち
上

げ
、
デ
コ
ボ
コ
に
な
る
場
合
が

あ
る
が
、
そ
れ
が
原
因
で
事
故

が
起
き
た
こ
と
は
あ
る
か
。 

　
　
　
　
維
持
管
理
費
の
予
算

　
　
　
額
は
、
平
成
十
一
年
度

が
二
千
九
十
一
万
六
千
円
、
十

二
年
度
が
二
千
二
百
四
十
万
円

で
あ
る
。
根
の
盛
り
上
が
り
が 

原
因
の
事
故
は
起
き
て
い
な
い
。 

質
問 

答
弁 

質
問 

答
弁 

            

　
教
育
制
度
改
革 

 

　
　
　
　
平
成
十
四
年
度
か
ら
、

　
　
　
新
学
習
指
導
要
領
に
基

づ
く
新
し
い
学
校
教
育
が
ス
タ

ー
ト
す
る
が
、
こ
の
教
育
制
度

改
革
へ
の
対
応
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、
こ
の

改
革
に
よ
り
、
教
員
は
、
資
質
、

能
力
の
さ
ら
な
る
向
上
が
求
め

ら
れ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

　
　
　
　
各
学
校
に
お
い
て
、

　
　
　
す
で
に
今
年
度
か
ら
計

画
的
に
準
備
を
始
め
て
お
り
、

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
等

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、

校
長
会
等
で
の
指
導
、
各
種
研

修
会
等
へ
の
参
加
な
ど
を
通
じ

て
、
教
員
の
資
質
、
能
力
の
向

上
を
図
っ
て
い
き
た
い
。 

  

　

新
川
の
せ
せ
ら
ぎ 

 

　
　
　
　
山
紫
水
明
な
桐
生
の

　
　
　
景
観
と
し
て
、
か
つ
て

渡
良
瀬
川
と
桐
生
川
を
結
ん
で

町
中
を
流
れ
て
い
た
、
新
川
の

せ
せ
ら
ぎ
を
懐
か
し
む
人
が
多

い
。
将
来
的
に
は
、
新
川
の
せ

せ
ら
ぎ
を
再
生
す
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。 

　
　
　
　
新
川
の
復
活
を
図
る

　
　
　
こ
と
は
、
豊
か
で
魅
力

的
な
都
市
環
境
を
創
出
す
る
う

え
で
重
要
と
認
識
し
て
お
り
、

今
後
、
現
在
策
定
中
の
「
緑
の

基
本
計
画
」
の
中
で
も
位
置
づ

け
を
行
い
、
計
画
の
具
現
化
に

向
け
て
努
力
し
た
い
。 

質
問 

答
弁 

質
問 

答
弁 



⑥ 

一
般
質
問 

 

　
介
護
保
険
制
度 

 

　
　
　
　
現
在
の
介
護
保
険
制

　
　
　
度
で
は
、
国
民
は
何
歳

に
な
っ
て
も
保
険
料
を
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
で

は
敬
老
の
精
神
に
反
す
る
。
桐

生
市
の
単
独
事
業
で
、
九
十
歳

以
上
の
高
齢
者
の
保
険
料
を
免

除
す
る
考
え
は
な
い
か
。 

　
　
　
　
趣
旨
は
理
解
で
き
る

　
　
　
が
、
現
在
の
制
度
で
は
、

特
定
の
年
齢
層
の
み
保
険
料
を

減
免
す
る
こ
と
は
原
則
的
に
認

め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
難
し
い
。

制
度
の
し
く
み
に
関
わ
る
問
題

で
も
あ
り
、
国
の
動
向
を
注
意

深
く
見
守
り
た
い
。
　 
            

　
桐
生
競
艇
の 

　
　

専
用
場
外
発
売
所 

 

　
　
　
　
桐
生
市
の
新
た
な
財

　
　
　
源
を
求
め
る
と
す
れ
ば
、

桐
生
競
艇
の
専
用
場
外
発
売
所

建
設
し
か
な
い
と
考
え
る
が
、

青
森
県
南
部
町
等
へ
進
出
す
る

可
能
性
は
な
い
の
か
。
ま
た
、

競
艇
場
の
施
設
借
上
料
の
引
き

下
げ
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
の
か
。 

　
　
　
　
南
部
町
に
進
出
し
た

　
　
　
場
合
に
は
、
か
な
り
の

赤
字
が
予
想
さ
れ
る
。
危
険
な

進
出
を
選
択
す
る
よ
り
も
、
施

設
借
上
料
の
引
き
下
げ
等
に
努

力
し
た
い
。
現
在
の
施
設
借
上

料
率
五
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
は
た

い
へ
ん
高
い
率
で
あ
り
、
一
パ

ー
セ
ン
ト
の
引
き
下
げ
に
取
り

組
み
た
い
。 

質
問 

答
弁 

質
問 

答
弁 

 

　
中
心
市
街
地 

　
　
活
性
化
対
策 

 

　
　
　
　
中
心
市
街
地
活
性
化

　
　
　
対
策
に
つ
い
て
は
、
特

定
商
業
集
積
整
備
事
業
等
に
よ

り
、
商
店
街
活
性
化
に
巨
額
の

投
資
を
し
て
い
る
が
、
そ
の
成

果
を
ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。

産
学
官
連
携
に
よ
る
「
中
心
市

街
地
活
性
化
対
策
懇
談
会
」
を

設
立
し
、
共
同
研
究
す
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。 

　
　
　
　
「
ト
ポ
ス
」
「
ジ
ョ

　
　
　
イ
タ
ウ
ン
」
等
は
商
店

街
の
核
と
し
て
活
用
が
図
ら
れ

て
お
り
、
昨
今
の
厳
し
い
経
済

環
境
の
中
で
、
成
果
が
直
ち
に

現
れ
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
今

後
と
も
適
切
な
事
業
指
導
等
に

努
め
た
い
。
中
心
市
街
地
活
性

化
対
策
懇
談
会
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

             

 
　

リ
バ
ー
ス
・
モ
ゲ
ー
ジ 

　
　
　
　
　
　 

制
度 

 

　
　
　
　
リ
バ
ー
ス
・
モ
ゲ
ー

　
　
　
ジ
制
度
は
、
不
動
産
を

担
保
に
、
老
後
の
生
活
資
金
を

年
金
方
式
で
融
資
す
る
制
度
で
、

全
国
で
十
六
の
自
治
体
が
実
施

し
て
い
る
が
、
桐
生
市
で
導
入

す
る
考
え
は
あ
る
か
。 

　
　
　
　
老
後
の
経
済
基
盤
を

　
　
　
確
保
し
な
が
ら
、
住
み

慣
れ
た
地
域
や
愛
着
あ
る
家
で

暮
ら
し
た
い
と
願
う
高
齢
者
の

気
持
ち
に
こ
た
え
ら
れ
る
方
策

と
思
わ
れ
る
。
今
後
、
総
合
的

に
研
究
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

質
問 

答
弁 

質
問 

答
弁 

 
　

三
つ
の
改
善
と 

　
　
　
総
合
計
画 

 

　
　
　
　
桐
生
市
は
、
財
政
の

　
　
　
健
全
化
の
達
成
度
合
を

は
か
る
財
政
指
標
で
あ
る
、
経

常
収
支
比
率
、
公
債
費
比
率
、

財
政
力
指
数
の
三
つ
の
指
標
に

つ
い
て
改
善
を
図
る
と
い
う
が
、

こ
の
三
つ
の
改
善
と
総
合
計
画

と
の
整
合
性
は
ど
う
な
の
か
。 

　
　
　
　
十
年
と
い
う
長
期
間

　
　
　
の
財
政
に
は
様
々
な
変

化
要
素
が
あ
り
、
正
確
な
財
政

フ
レ
ー
ム
を
構
築
す
る
の
は
困

難
で
あ
る
が
、
財
政
フ
レ
ー
ム

を
構
築
し
た
上
で
総
合
計
画
と

整
合
さ
せ
る
こ
と
は
重
要
と
考

え
て
お
り
、
今
後
、
審
議
会
等

で
示
し
た
い
と
考
え
て
い
る
　 

  

　

高
齢
者
の
自
己
実
現 

 

　
　
　
　
一
九
九
一
年
、
国
連

　
　
　
は
「
高
齢
者
の
た
め
の

国
連
原
則
」
を
採
択
し
、
そ
の

中
で
、
高
齢
者
は
、
自
己
実
現

の
た
め
に
文
化
的
、
娯
楽
的
資

源
等
を
利
用
で
き
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
し
て
い
る
が
、
桐
生

市
で
は
、
高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ
、

文
化
活
動
等
へ
の
援
助
、
助
成

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。 

 

          

　
　
　
　
高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ
、

　
　
　
文
化
活
動
等
は
、
各
人

が
老
人
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
、
活

動
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
老

人
ク
ラ
ブ
等
に
毎
年
補
助
金
を

支
出
し
て
お
り
、
今
後
も
必
要

に
応
じ
て
継
続
し
て
い
き
た
い
。 

質
問 

答
弁 

質
問 

答
弁 

お  知  ら  せ お  知  ら  せ 

　市議会だよりは、紙面の都合で発言の

一部（要旨）を掲載しています。詳しく

は、図書館で会議録をご覧ください。 

　なお、平成１２年第１回定例会の会議

録は６月上旬からご覧になれます。 

次回定例会の開会予定は 

です。 6月5日（月） 



⑦ 

   

　

市
政
方
針
の
重
点 

　

施
策
は
何
か 

 

　
　
　
　
北
関
東
自
動
車
道
へ

　
　
　
の
ア
ク
セ
ス
道
路
を
中

心
と
す
る
都
市
基
盤
整
備
、
群

馬
大
学
工
学
部
と
の
連
携
に
よ

る
産
業
の
活
性
化
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
の
支
援
に

よ
る
市
民
と
行
政
の
協
働
な
ど

は
、
特
に
力
を
注
ぐ
べ
き
事
業

と
考
え
て
い
る
。 

    

　

地
方
分
権
を
ど
の
よ 

　

う
に
推
進
す
る
の
か 

  

　
　
　
　
地
方
分
権
一
括
法
が

　
　
　
制
定
さ
れ
、
自
治
体
の

自
己
決
定
、
自
己
責
任
の
拡
大

が
図
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
行
政

と
市
民
が
責
任
を
と
も
に
担
う

こ
と
が
大
前
提
で
あ
り
、
市
民

へ
の
情
報
提
供
を
積
極
的
に
行

い
、
市
民
の
声
を
行
政
に
反
映

で
き
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
。 

    

　

北
関
東
自
動
車
道
の
ア
ク
セ 

　

ス
道
路
へ
の
取
り
組
み
は 

 

　
　
　
　
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整

　
　
　
備
は
、
重
要
か
つ
不
可

欠
な
課
題
と
考
え
て
お
り
、
昨

年
十
月
、
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
対
策
室
を
設
置
、
さ
ら
に
十

二
月
に
は
、
桐
生
広
域
圏
幹
線

道
路
網
等
検
討
委
員
会
を
組
織

し
、
調
査
・
研
究
し
て
い
る
。 

    

　

森
林
・
清
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ 

　

ア
の
活
動
内
容
は 

 

　
　
　
　
桐
生
市
に
は
、
桐
生

　
　
　
川
源
流
域
に
代
表
さ
れ

る
豊
か
な
自
然
が
あ
り
、
森
林

や
清
流
を
保
全
す
る
た
め
に
、

森
林
の
下
草
刈
・
間
伐
、
川
の

清
掃
等
の
活
動
を
行
う
も
の
で
、

暖
か
い
ま
ち
づ
く
り
の
一
助
に

も
な
る
と
考
え
て
い
る
。 

    

　

新
た
な
ご
み
分
別
収
集
の 

　

市
民
へ
の
周
知
は
ど
う
か 

 

　
　
　
　
本
年
四
月
か
ら
、ペ
ッ

　
　
　
ト
ボ
ト
ル
等
五
品
目
を

新
た
に
分
別
収
集
す
る
が
、
広

報
き
り
ゅ
う
へ
の
掲
載
、
リ
サ

イ
ク
ル
展
の
開
催
、
チ
ラ
シ
の

隣
組
回
覧
等
に
よ
り
、
市
民
に 

お
知
ら
せ
し
て
い
る
。
今
後
も
、

ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
の
配
付
等
に

よ
り
周
知
の
徹
底
を
図
り
、
円

滑
な
分
別
収
集
に
努
め
た
い
。 

    

　

商
店
街
づ
く
り
総
合 

　

支
援
事
業
と
は 

 

　
　
　
　
商
店
街
団
体
等
が
行

　
　
　
う
、
空
き
店
舗
活
用
事

業
、
空
き
地
活
用
事
業
、
歩
き

た
く
な
る
街
並
整
備
事
業
に
対

し
、
県
と
連
携
し
、
空
き
店
舗

改
装
費
や
賃
借
料
、
施
設
整
備

費
の
一
部
を
補
助
す
る
事
業
で

あ
り
、
商
店
街
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。 

    

　

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
は 

 

　
　
　
　
調
理
が
十
分
に
で
き

　
　
　
な
い
高
齢
者
等
に
対
し
、

食
事
を
定
期
的
に
訪
問
配
食
す

る
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
健
康

異
常
の
早
期
発
見
、
孤
独
感
の

解
消
等
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
利
用
者
は
百
七
十

人
程
度
で
週
二
回
の
配
食
と
し
、

利
用
負
担
は
三
百
円
程
度
を
予

定
し
て
い
る
。 

    

　

介
護
保
険
料
等
の
低
所
得
者 

　

へ
の
減
免
を
ど
う
考
え
る
か 

 

　
　
　
　
介
護
保
険
料
に
つ
い

　
　
　
て
は
、
四
月
一
日
に
介

護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
後
、

第
一
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、

半
年
間
は
徴
収
せ
ず
、
そ
の
後

も
、
一
年
間
は
半
額
を
徴
収
す

る
こ
と
に
な
る
。
保
険
料
、
利

用
料
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
制
度
上

の
措
置
が
図
ら
れ
て
お
り
、
市

独
自
で
低
所
得
者
へ
の
減
免
を

行
う
こ
と
は
難
し
い
。 

　平成１２年度の一般会計予算

及び水道事業会計予算は、それ

ぞれ賛成多数で原案のとおり可

決しました。１０事業の特別会

計予算については、交通災害共

済事業特別会計予算は全員賛成

で原案のとおり可決し、その他

の９特別会計予算は賛成多数で

原案のとおり可決しました。 

　なお、平成１２年度予算を可

決するにあたっては、各会派代

表の議員（５人）が総括質疑を

行うとともに、予算特別委員会

（委員１４人で構成）を設置し、

２日間にわたり、慎重に審査を

行いました。 

　総括質疑における、主な質疑

に対する市当局の答弁は、次の

とおりです。 

地
方
分
権 

北
関
道
ア
ク
セ
ス
道
路 

市
政
方
針 

商

店

街 

介
護
保
険 

配
食
サ
ー
ビ
ス 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

ご
み
分
別
収
集 

答
弁 

答
弁 

答
弁 

答
弁 

答
弁 

答
弁 

答
弁 

答
弁 

答
弁 

答
弁 

答
弁 

答
弁 

答
弁 

答
弁 

答
弁 

答
弁 
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行
政
連
絡
所
に 

　
　 

関
す
る
議
案 

文
化
セ
ン
タ
ー
に 

　
　 

関
す
る
議
案 

一般会計予算 
　に対する討論 

（要旨） 

　　　　　　　財政健全化を推進し
　　　　　　ながらも、元気の出る
まちづくり、そして、今打っておか
なければならない布石は打つとの考
えに立ち、北関東自動車道へのアク
セス道路を中心とする都市基盤整備、
群大工学部を核とした産・学・官の
連携による産業の活性化、ボランテ
ィア活動等の支援による市民と行政
の協働の３つをまちづくりの柱に予
算編成を行い、さらに、いわゆるハ
コモノ建設を最小限に抑制し、ソフ
ト事業を中心に考えており、その取
り組みを評価し、諸施策の成果に期
待するものである。 
 
　　　　　　　個人消費が冷えこみ、
　　　　　　日本のＧＤＰ（国内総
生産）がマイナス成長となる状況に
おいて、桐生市でも市税等の収入が
大幅に減少しており、同予算案も圧
縮されたものとなっている。地方交
付税の引き上げ、消費税率を３パー
セントに戻すこと等を政府に要求す
べきである。そのほかにも、介護保
険料の１年間の凍結と施設整備、３０
人以下学級等の実現についても強く
求めるものである。 

賛成 

反対 

主
な
議
案 

議
案
の
提
出
要
件
等 

に
関
す
る
議
案 

人
事
案
件 

意
見
書
等 

　市議会は、３月３日に全員協議会を開催し、市
当局から、介護保険について、及び競艇専用場外
発売場の経過について報告を受けました。 

件　　　 名 結  果 

第 6 号 
在宅高齢者保健福祉推進支援事
業の推進に関する請願 

不採択 
（賛成多数） 

採 択 
（全員賛成） 

　この定例会では、請願１５件の審査を行い、
採択及び不採択となった請願は次のとおりで
す。なお、請願１３件は閉会中の継続審査とな
りました。陳情の審査はありませんでした。 

第 3 号 
米の投げ売り強要をやめ、食料
自給率引き上げを求める請願 

請願・陳情の審査結果 請願・陳情の審査結果 請願・陳情の審査結果 

○
　
桐
生
市
行
政
連
絡
所
設
置

に
関
す
る
条
例 

　
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
） 

  

　
概 

要 
 

　
行
政
事
務
の
円
滑
な
運
営
を

図
り
、
市
民
の
利
便
性
向
上
の

た
め
、
行
政
連
絡
所
を
六
か
所

の
公
民
館
内
に
設
置
す
る
も
の
。

こ
れ
は
、
平
成
十
一
年
六
月
か

ら
規
則
に
よ
り
公
民
館
で
対
応

し
て
い
た
出
張
所
機
能
を
条
例

で
定
め
る
も
の
。 

  　
条
例
施
行
日 

 

　
平
成
十
二
年
四
月
一
日 

            

○
　
桐
生
市
文
化
セ
ン
タ
ー
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

を
廃
止
す
る
条
例 

　
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
） 

　
概 

要 
 

　
「
桐
生
市
文
化
セ
ン
タ
ー
」

と
い
う
名
称
が
「
桐
生
市
民
文

化
会
館
」
と
混
同
し
や
す
い
た

め
、
同
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
し
、

「
文
化
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
名

称
を
廃
止
す
る
も
の
。
な
お
、

同
セ
ン
タ
ー
の
管
理
は
中
央
公

民
館
に
移
管
さ
れ
る
。  

  　
条
例
施
行
日 

 

　
平
成
十
二
年
四
月
一
日 

    

○
　
桐
生
市
議
会
会
議
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則 

　
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
） 

 

　
概 

要    
 

　
　
議
員
発
議
に
よ
り
提
出
さ

れ
た
議
案
で
、
議
員
に
よ
る
議

案
の
提
出
要
件
の
緩
和
と
、
点

字
に
よ
る
請
願
書
の
提
出
が
で

き
る
よ
う
に
改
正
し
、
あ
わ
せ

て
語
句
の
整
備
を
行
う
も
の
。 

 

　
規
則
施
行
日 

 

　
平
成
十
二
年
四
月
一
日 

   

　
市
議
会
は
人
事
案
件
一
件
に

同
意
し
ま
し
た
。 

 

　

人
権
擁
護
委
員 

 
　

吉   
田   

正   

彰
　
氏 

 

　
　
　
　
　
　
　  

（
再
任
） 

   

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
意
見
書

案
及
び
決
議
案
の
提
出
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。 

　
平
成
十
二
年
第
一
回
臨
時
会

は
、
四
月
二
十
五
日
に
招
集
さ

れ
、
一
日
間
の
会
期
で
開
か
れ

ま
し
た
。 

　
こ
の
臨
時
会
で
は
、
議
長
の

選
挙
が
行
わ
れ
、
新
議
長
に
川

嶋
伸
行
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
市
長
提
出
議
案
の
平
成

十
二
年
度
桐
生
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
一
号
）
及
び
専
決

処
分
三
件
の
審
議
を
行
い
、
そ

れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
、

承
認
し
ま
し
た
。 
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